
前進の時代へ
　令
和
4
年
の
新
春
に
当
た
り
議
会
を
代
表
し

て
謹
ん
で
新
年
の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、輝
か
し
い
新

春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振

る
い
、私
生
活
や
社
会
活
動
に
あ
ら
ゆ
る
制
限
が

か
か
り
、日
本
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
し

た
。「
コ
ロ
ナ
」を
通
じ
て
何
事
も
な
い
穏
や
か
な

日
常
が
い
か
に
幸
せ
で
あ
る
か
を
改
め
て
認
識

す
る
年
で
あ
っ
た
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　本
年
も
当
村
で
は
各
種
施
策
の
実
施
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
は
、3

回
目
の「
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
」。子
育
て

関
連
施
策
で
は「
小
学
校
給
食
費
無
償
化
事

業
」・「
高
校
生
通
学
支
援
事
業
」。住
民
サ
ー
ビ

ス
関
連
で
は
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
経
済
の
消
費
底

上
げ
の
た
め
に「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
事

業
」に
、コ
ン
ビ
ニ
で
証
明
書
等
の
発
行
交
付
が

で
き
る
よ
う「
住
基
・
税
証
明
コ
ン
ビ
ニ
発
行
交

付
事
業
」等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
事
業
は
早
け
れ
ば
3
月
定
例
会
に

提
出
さ
れ
議
員
に
よ
る
審
議
を
行
う
予
定
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。執
行
機
関
と
し
っ
か
り
と
し

た
議
論
を
重
ね
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。村

民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
議
会
に
深
い

御
理
解
を
頂
き
な
が
ら
引
き
続
き
御
支
援
御
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

近況を伝え合う 成人者代表挨拶
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12月
定例会

新型コロナウイルスワクチン接種3回目実施
［一般会計補正予算］
コロナワクチン接種・消火栓移設など合計1億8,520万円を追加

令和3年度一般会計総額31億2,870万円
12 月定例会は 12 月 8 日から 17 日までの 10 日間の会期で開催された。開会日に

提出された議案は専決 2 件、条例 7 件、道路 1 件、補正予算 5 件、陳情 3 件で 8 日
の全員協議会、13 日の常任委員会、15 日の一般質問を行い、17 日最終日に提出さ
れた補正予算 1 件を含む、上程されたすべての議案を原案どおり可決した。

〈議案の主なもの〉

朝日村男女共同参画社会推進条例の制定
男女共同参画社会の実現に向けた村づくりを進めるため、朝日村男女共同参画社会推進条例を制定するもの

で、性別にかかわりなく全ての人が尊重され、能力を発揮できる社会を目指し、行政 ･ 村民が一体となって取組
を推進するための基本理念や施策の基本となる事項を定めたもの　施行期日 令和 4 年 4 月1日
朝日村簡易水道事業条例の一部を改正する条例
朝日村下水道条例の一部を改正する条例

朝日村簡易水道事業、下水道事業の経営健全化を図るため、使用料の額の10％増額改定を行うもの　
施行期日 令和 4 年 4 月1日

主な一般会計補正予算
　ワクチン接種 1,355 万円　消火栓移設 142 万円　財政調整基金積立 1 億 1,064 万円
　子育て世帯臨時特別給付金給付事業　子育て世帯への臨時特別給付１人 10 万円
　朝日村福祉燃料等補助券交付事業　灯油等購入補助　全村民１人 3,000 円補助券

なお、この補正予算案について塩原智惠美議員より質疑があった。

総務産業委員会報告陳情報告

常任委員会報告常任委員会報告

福祉燃料費等補助というのは、生活困窮者に手当を講じ
るという考え方である。今後は所得制限など基準が必要
だと思うがいかがか。

おっしゃるとおり。
今後検討していく。

委員会には、3件の陳情が付託されました。
委員会は12月13日に開催され陳情者の長野県建築

士事務所協会の担当者から、陳情説明を受けました。
1件目は自治体における建築物の設計・工事監理業

務等の報酬は国交省の定める報酬基準に準拠した内
容での契約を陳情するものです。

2件目は自治体の発注する建築物・監理業務には、
「最低制限価格」の設定を発注予定額の90%以上に
設定する陳情です。

3件目は公共建築物の「耐震診断と耐震改修」の推
進の陳情です。

説明を受けた後、委員会では各内容を慎重に審査
いたしました。

当村では、これらの陳情内容は履行されており
今後も継続執行されることが望ましく、全会一致
で「採択」となりました。

12月17日の委員長報告の場で村当局には、陳情
書の趣旨を十分賢察いただき、検討されるように
お願い申し上げました。

総務産業委員長　林　邦宏

質 疑 村 長
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平
成
27
年
に
「
第
一
次
朝
日

村
教
育
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
村

と
教
育
委
員
会
が
、
教
育
行
政

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
こ
の

度
、
更
新
時
期
を
迎
え
た
こ
と

か
ら
、
第
一
次
教
育
大
綱
を
発

展
的
に
継
承
し
た
、
第
二
次
朝

日
村
教
育
大
綱
を
策
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
村
が
目
指
す
教
育

の
基
本
理
念
を
、
村
民
憲
章
に

あ
る
「
す
こ
や
か
な
こ
こ
ろ
、

す
こ
や
か
な
か
ら
だ
、
す
こ
や

か
な
土
つ
く
り
」
を
も
と
に
、

「
ふ
る
さ
と
を
想
い
、
未
来
を

と
も
に
拓
き
、
自
ら
を
耕
し
続

け
る
、
人
づ
く
り
」
と
し
素
案

を
ま
と
め
た
。

ア
サ
ヒ
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

廃
止
の
是
非
に
つ
い
て
、
村
か

ら
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施

設
審
議
会
へ
の
諮
問
に
つ
い
て

報
告
が
あ
っ
た
。
諮
問
理
由

は
、
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
利

用
者
が
減
少
し
て
き
て
い
る

中
、
施
設
の
老
朽
化
が
進
み
、

今
後
ア
サ
ヒ
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

場
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
廃

止
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
た

め
。
審
議
会
の
委
員
か
ら
は
、

賛
成
、
跡
地
利
用
の
方
向
等
の

意
見
が
出
た
が
、
村
と
し
て
は

利
用
者
減
、
維
持
管
理
費
等
考

慮
し
て
廃
止
の
方
向
で
検
討
し

た
い
と
し
て
い
る
。
今
後
地
権

者
と
の
意
見
交
換
会
、
そ
の
後

の
審
議
会
で
答
申
し
て
い
く
。

地
区
･
自
主
防
災
会
等
の
今

後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
様
々
な

課
題
が
あ
る
中
、早
急
に
取
り

組
む
べ
き
課
題
と
し
て
自
主
防

災
組
織
へ
の
全
住
民
加
入
を
目

的
に
、集
落
支
援
員
に
よ
り
、情

報
が
整
理
さ
れ
た
古
見
区
、西

洗
馬
区
か
ら
加
入
推
進
を
実
施

し
て
い
る
。新
防
災
組
織
は
災

害
が
起
き
た
時
の
地
域
の
ま
と

ま
り
の
た
め
部
会
の
名
称
は
地

区
名
で
は
な
く
、第
一
部
会
、第

二
部
会
…
と
な
っ
て
い
る
。

10/13
全員協議会

11/17
全員協議会

12月13日に開催した社会文教委員会では『公民
館における分館活動について』、特に入三分館からの

『分館活動休止の要請』について、教育委員会の対
応、今後入三の地区住民への公民館事業をどのよう
に行うかについて、教育委員会と意見交換を行った。

教育委員会からは現在、分館へ再度の意見集約を
お願いしている状況との説明を受けた。議員からは、

「分館長が公の館報で活動停止の要望を出ている状
況では、地区・分館の総意と受け止めるべき」「早急に
次の一手を考えるべきではなか」「本館主事が地区イ
ベント等の企画に手助けしたらどうか」など意見が出
された。

大きく環境が変化する中、公民館では現在「公民館
事業に関するアンケート」を行って、今後の活動を検討
するとの説明もあった。委員会では村民の『生涯学習
の場』の確保、『誰一人取り残さない』公民館活動の発
展のため、継続して調査を行っていくことを確認した。

社会文教委員長　中村文映

12月定例会12月定例会

社会文教委員会報告

自
主
防
災
会
へ

全
住
民
の
加
入
を

第
二
次
朝
日
村
教
育

大
綱
(素
案
)ま
と
ま
る

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場

廃
止
検
討
へ

公民館入三分館の現状と今後の教育委員会の対応は
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高橋　良二議員高橋　良二議員（4ページ）（4ページ）

11  公民館館長・副館長について公民館館長・副館長について

清沢　正毅議員清沢　正毅議員（5ページ）（5ページ）

11  古見山際への進出企業の環境リスクアセスメント古見山際への進出企業の環境リスクアセスメント
2 2 集落支援員活動の現状と今後集落支援員活動の現状と今後

髙橋　廣美議員髙橋　廣美議員（5ページ）（5ページ）

11  県道新田松本バイパスの古見区間について県道新田松本バイパスの古見区間について
22  中央公民館周辺の環境整備について中央公民館周辺の環境整備について

林　邦宏議員林　邦宏議員（6ページ）（6ページ）

11  金属加工業者との協定締結の進捗状況は金属加工業者との協定締結の進捗状況は

中村　文映議員中村　文映議員（6ページ）（6ページ）

11  朝日小学校の給食無償化について朝日小学校の給食無償化について
22  学校給食の地産地消について学校給食の地産地消について

齊藤　勝則議員齊藤　勝則議員（7ページ）（7ページ）

11  福祉灯油補助を厳冬に備えて実施を福祉灯油補助を厳冬に備えて実施を
2 2 圃場整備の課題と空農地の活用、今後の農業は圃場整備の課題と空農地の活用、今後の農業は

塩原　智惠美議員塩原　智惠美議員（7ページ）（7ページ）

11  国の方針に基づく村のDXの進捗と今後の進め方国の方針に基づく村のDXの進捗と今後の進め方
2 2 旧おひさま保育園解体後の土地利用について旧おひさま保育園解体後の土地利用について

ここが聞きたい　7議員 12 項目ここが聞きたい　7議員 12 項目

問　
現
在
の
公
民
館
長
は
3
期
5
年
目

に
入
り
ま
し
た
。
今
ま
で
は
1
期
2
年

が
慣
例
で
し
た
。
本
人
も
言
っ
て
い
ま

す
が
、
そ
ろ
そ
ろ
交
代
の

時
期
に
来
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
各

区
長
に
相
談
し
て
持
ち

回
り
で
も
よ
ろ
し
い
の

で
は
な
い
か
。
副
館
長
も

し
か
り
で
す
。
男
女
共
同

参
画
の
世
の
中
で
あ
り
、

女
性
の
公
民
館
長
も
よ

ろ
し
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

村
長　

現
館
長
の
2
期

目
は
、
分
館
活
動
が
で
き

な
い
と
い
う
課
題
対
応

の
た
め
引
き
受
け
て
い

た
だ
い
た
。
3
期
目
は
2

期
目
の
継
続
課
題
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
一
切
の
公
民

館
活
動
が
中
止
と
な
り

公
民
館
活
動
の
継
続
が

危
惧
さ
れ
、
公
民
館
活
動

の
再
開
が
で
き
る
よ
う

継
続
し
て
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
。

正
副
公
民
館
長
の
人
選
は
、
6
年
く
ら

い
前
も
各
区
の
持
ち
回
り
で
し
た
。

正
副
公
民
館
長
の
人
選
は
い
か
に

答 

女
性
公
民
館
長
も
よ
い

高橋良二 議員

村政に問う!!一 般一 般
質 問質 問 　一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や疑問をもとに、

村政全般にわたり行政の姿勢を質すものです。

村民の活動の場・中央公民館
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問　
今
回
の
進
出
企
業
は
横
浜
に
あ
る
自
動
車

部
品
製
造
工
場
で
、工
場
移
転
の
背
景
は
近
隣

の
住
民
か
ら
騒
音
振
動
な
ど
の
苦
情
が
強
く
、

市
か
ら
も
移
転
要
請
が
何
回
か
来
て
い
る
た
め

と
聞
い
て
い
る
。金
属
加
工
が
メ
イ
ン
で
3
0
0

ト
ン
・
2
0
0
ト
ン
プ
レ
ス
を
使
用
し
た
工
程

や
、金
属
製
品
の
洗
浄
工
程
な
ど
に
は
危
険
有

害
物
が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、工

場
建
設
段
階
か
ら
騒
音
振
動
対
策
や
排
気
汚

染
防
止
及
び
工
場
排
水
処
理
な
ど
環
境
リ
ス
ク

ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
の
必
要
性
を
感
じ
る
が
、村

と
し
て
ど
う
対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
?

建
設
環
境
課
長　
洗
浄
工
程
は
な
く
危
険
有

害
物
使
用
は
な
い
。ま
た
建
物
も
騒
音
振
動
耐

化
構
造
と
な
っ
て
い
る
。従
っ
て
リ
ス
ク
ア
セ
ス

の
必
要
は
な
い
。な
お
、当
該
企
業
と
は
朝
日

村
公
害
防
止
及
び
環
境
保
全
協
定
を
結
び
法

令
順
守
を
図
る
。

問　
地
元
地
区
と
の
公
害
防
止
協
定
を
締
結

し
、住
民
へ
の
事
前
説
明
会
を
実
施
す
べ
き
と

考
え
る
が
い
か
が
か
?

建
設
環
境
課
長　
す
で
に
横
出
ヶ
崎
地
区
長

及
び
近
隣
住
民
に
公
害
防
止
及
び
環
境
保
全

協
定
内
容
と
役
場
で
把
握
し
て
い
る
情
報
等

説
明
し
て
お
り
、協
定
及
び
事
前
説
明
会
は

不
要
と
の
こ
と
。

集
落
支
援
員
活
動
の
現
状
と
今
後
は

問　
集
落
支
援
員
の
活
動
が
始
ま
っ
て
5
ヶ

月
が
経
つ
が
、3
名
採
用
の
内
1
名
が
未
採

用
、自
主
防
災
会
加
入
促
進
活
動
で
一
部
の
地

域
が
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
バ
ラ
ン
ス
を
逸
し
て

い
る
。い
つ
ま
で
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で

行
く
の
か
?

総
務
課
長　
現
在
1
名
の
応
募
あ
り
来
年
4

月
か
ら
対
応
可
能
、遅
れ
て
い
る
地
区
は
今
年
度

末
ま
で
に
現
在
進
め
て
い
る
他
地
区
防
災
会
の

考
え
方
に
合
わ
せ
て
説
明
検
討
し
て
い
た
だ
く
。

問　
業
務
量
等
か
ら
見
て
、週
5
日
で
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
条
件
に
無
理
が
あ
る
の
で
は
?
週

3
日
勤
務
か
1
日
3
〜
4
時
間
勤
務
と
言
っ

た
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
勤
務
体
制
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
改
善
し
た
ら
ど
う
か
?

企
画
財
政
課
長　
現
状
分
析
の
も
と
今
後
フ

レ
キ
シ
ブ
ル
勤
務
も
検
討
し
て
い
く
。

問　
今
の
支
援
員
の
任
期
は
来
年
3
月
末
、継

続
し
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
あ
り
が
た
い
が
、

辞
め
ら
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
た
め
早
め

早
め
の
対
応
を
進
め
て
ほ
し
い
。

企
画
財
政
課
長　
現
在
の
支
援
員
に
継
続
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
話
し
合
い
を
進
め
て
い
く
。

問　
県
道
新
田
松
本
バ
イ
パ
ス
は
地
区
住

民
と
し
て
は
早
期
着
工
を
強
く
要
望
す
る

も
の
で
す
が
何
点
か
問
題
も
有
り
ま
す
。

ま
ず
、第
一
に
残
地
が
出
た
場
合
の
対
策
。

第
二
に
通
学
路
と
し
て
の
安
全
確
保
は
ど

う
す
る
の
か
。
第
三
と
し
て
現
県
道
は
村

道
に
格
下
げ
と
な
っ
た
場
合
の
除
雪
は
充

分
で
き
る
か
。

建
設
環
境
課
長
・
教
育
次
長　

一
、
バ
イ
パ
ス
建
設
の
用
地
買
収
は
必
要

部
分
の
み
で
、
残
地
が
出
て
も
買
収
で
き

な
い
。
地
権
者
が
農
業
委
員
会
に
相
談
し

以
後
の
農
地
の
利
用
を
検
討
す
る
方
法
し

か
な
い
。

二
、
バ
イ
パ
ス
か
現
有
道
路
か
、
通
学
路

安
全
推
進
協
議
会
、
保
護
者
等
と
協
議
を

し
安
全
な
通
学
路
を
考
え
る
。

三
、
村
道
格
下
げ
後
も
従
来
ど
お
り
の
除

雪
は
行
う
。

中
央
公
民
館
周
辺
の
環
境
整
備
に
つ
い
て

一
、
舗
装
部
分
が
少
な
い
た
め
、
乾
燥
時

の
砂
埃
、
冬
場
の
凍
結
問
題
。

二
、
周
辺
の
桜
等
、
朽
ち
た
枝
を
抱
え
た

木
が
あ
り
落
下
が
心
配
。

教
育
長
・
教
育
次
長　

一
、
透
水
性
の
舗
装
を
考
え
て
い
る
。
遺

跡
が
あ
る
の
で
試
掘
調
査
を
し
、
問
題
が

無
け
れ
ば
新
年
度
に
対
応
す
る
。

二
、
桜
の
古
木
は
旧
朝
日
小
学
校
の
校
門

に
通
じ
る
、
歴
史
の
あ
る
木
で
樹
齢
九
十

歳
で
あ
る
。
樹
木
医
の
診
断
を
受
け
、
あ

と
十
年
は
延
命
し
た
い
。
現
在
有
る
朽
ち

た
枝
は
落
下
の
危
険
が
あ
る
の
で
早
め
に

切
り
落
と
す
。

古
見
山
際
へ
進
出
企
業
の

環
境
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
実
施
を

答　
村
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
対
応
し
て
い
る

清沢正毅 議員

県
道
新
田
松
本
バ
イ
パ
ス
の

古
見
区
間
の
問
題
点

答 

令
和
5
年
着
工
に
向
け
予
定
ど
お
り
進
ん
で
い
る

髙橋廣美 議員

公民館桜並木
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問　
古
見
横
出
ヶ
崎
山
際
へ
の
企
業
進
出

は
、
議
会
は
も
と
よ
り
、
関
連
す
る
近
隣
の

地
区
住
民
に
情
報
の
提
供
を
図
って
お
か
な

い
と
、
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
処
置
が
ス
ム
ー

ズ
に
運
び
ま
せ
ん
。
こ
の
度
の
企
業
進
出
報

告
は
事
後
報
告
的
に
な
っ
て
し
ま
い
横
出
ヶ

崎
地
区
住
民
に
は
、丁
寧
な
説
明
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
純
農
村
で
金
属
加
工
業
の
生

産
設
備
が
稼
働
す
る
訳
で
す
が
、
公
害
防

止
と
環
境
保
全
策
は
万
全
で
し
ょ
う
か
、
協

議
会
の
場
で
は
、
納
得
の
い
く
説
明
は
い
た

だ
い
て
お
り
ま
せ
ん
。
私
は
早
急
に
環
境
保

全
協
定
を
結
ん
で
欲
し
い
と
の
、
申
出
を
い

た
し
て
あ
り
ま
す
。
工
事
は
既
に
始
ま
っ
て

お
り
、
公
害
防
止
策
が
不
備
で
あ
れ
ば
即

公
害
と
な
る
可
能
性
は
濃
厚
で
す
。
金
属

加
工
業
で
は
製
造
工
程
か
ら
、
様
々
な
副

産
物
が
発
生
し
、
適
正
に
処
理
さ
れ
な
い
と

公
害
と
な
り
、
製
造
設
備
か
ら
は
様
々
な

騒
音
が
発
生
し
、
騒
音
が
吸
収
・
遮
音
で

き
る
素
材
で
の
工
場
建
設
で
な
い
と
、
騒
音

公
害
と
な
り
、
ま
た
排
出
さ
れ
た
廃
棄
物

処
理
の
適
格
な
処
理
も
、
必
須
事
項
で
す
。

加
工
の
際
、
加
工
品
に
は
、
加
工
油
が
付
着

し
ま
す
。
洗
浄
に
は
洗
浄
剤
が
使
用
さ
れ
、

洗
浄
方
式
に
よ
っ
て
は
、
大
気
汚
染
も
皆
無

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
環
境
保
全
協

定
を
締
結
し
た
の
か
、
す
る
の
か
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

①
協
定
に
抑
止
力
を
与
え
る
意
味
で
、
関

係
者
の
抜
き
打
ち
検
査
が
で
き
る
体
制
を

織
り
込
む
の
は
い
か
が
で
す
か
。

②
進
出
企
業
の
現
状
視
察
と
企
業
分
析
は

ど
の
様
に
実
施
さ
れ
た
か
。

③
大
気
汚
染
・
騒
音
防
止
・
排
水
汚
染

土
壌
汚
染
等
の
き
め
細
や
か
な
協
定
を
結

ん
で
欲
し
い
の
で
す
が
い
か
が
で
す
か
。

建
設
環
境
課
長　
協
定
書
の
締
結
で
公
害

発
生
防
止
と
地
域
住
民
の
生
活
環
境
保
全

を
考
え
締
結
し
て
い
る
。
進
出
企
業
の
現

状
視
察
は
実
施
し
て
い
な
い
。

問　
新
聞
報
道
で
は
本
社
・
工
場
の
進
出

と
あ
り
、
進
出
企
業
の
現
状
視
察
が
さ
れ

て
い
な
い
段
階
で
の
協
定
書
は
細
部
ま
で

の
取
り
決
め
が
交
わ
せ
ず
査
察
時
に
不
具

合
が
生
ず
る
の
で
は
。

建
設
環
境
課
長　
本
社
・
工
場
の
進
出
と

確
認
し
て
い
る
。

村
長　
工
場
を
見
に
行
き
、
現
場
を
み
て

問
題
が
あ
れ
ば
見
直
し
を
す
る
。

問　
学
校
給
食
の
無
償
化
が
全
国
の
自
治

体
で
増
え
て
い
る
。
子
ど
も
の
貧
困
化
が

進
む
中
、
一
日
の
食
事
の
中
で
給
食
の
果

た
す
役
割
は
重
要
性
を
増
し
、
子
ど
も
た

ち
の
発
達
に
必
要
不
可
欠
の
一
食
に
な
っ

て
い
る
。
村
長
の
選
挙
公
約
で
子
育
て
支

援
と
し
て
無
償
化
に
取
り
組
む
と
あ
る
が

検
討
は
し
て
い
る
か
。

村
長　
村
が
独
自
で
無
償
化
し
て
い
た
保

育
料
を
国
が
無
料
に
し
た
の
で
、
浮
い
た

財
源
を
利
用
し
て
、
来
年
度
か
ら
無
料
化

で
き
る
よ
う
庁
内
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。

要
望　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
そ
し
て

村
の
少
子
化
対
策
、
移
住
定
住
政
策
と
し

て
も
、
村
民
に
理
解
を
い
た
だ
き
実
現
す

る
こ
と
を
求
め
る
。

小
学
校
給
食
で
の
地
産
地
消
の
取
組
は

問　
地
場
産
品
の
学
校
給
食
へ
の
利
用
が

法
律
で
規
定
さ
れ
、
ま
た
、
人
間
が
生
き

る
の
に
最
も
大
切
な
、
食
を
支
え
る
農
業

や
農
産
物
へ
の
理
解
を
図
る
「
食
育
」
と

し
て
も
地
産
地
消
が
大
切
だ
が
、
小
学
校

で
は
取
り
組
ん
で
い
る
か
。

教
育
長　
小
学
校
で
は
朝
日
村
産
の
地
場

産
品
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、

地
場
産
品
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
開
発
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

問　
小
中
学
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
農

業
に
愛
着
は
無
い
」
等
の
回
答
が
見
ら
れ

る
が
、教
育
委
員
会
の
受
け
止
め
は
。ま
た
、

「
食
育
」
に
対
す
る
取
組
は
。

教
育
長　
朝
日
村
で
は
保
育
園
、
小
学
校

で
農
業
体
験
を
通
し
て
土
に
親
し
ん
で
い

る
。
ま
た
、
納
品
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

農
家
さ
ん
を
写
真
で
紹
介
、
講
話
や
お
便

り
で
食
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。　

問　
地
産
地
消
を
進
め
る
う
え
で
関
係
者

の
話
し
合
い
の
場
が
必
要
と
思
う
が
い
か

が
か
。

教
育
長　
先
ず
は
現
在
納
品
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
う
と
こ
ろ

か
ら
始
め
た
い
。

進
出
企
業
と
の
協
定
締
結
の

進
捗
状
況
は

答 

公
害
防
止
協
定
で
は
立
入
検
査
体
制
の
条
文
か
ら
抑
止
力
と
な
る

林 邦宏 議員

小
学
校
給
食
無
償
化
の
検
討
は

答 

庁
内・教
育
委
員
会
で
無
償
化
の
検
討
を
し
て
い
る

中村文映 議員
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問　
オ
ペ
ッ
ク
石
油
輸
出
国
機
構
は
、新

型
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、産
出
量
を
控
え
て
い

た
が
、ひ
と
こ
ろ
感
染
も
収
ま
り
つ
つ
あ

り
、多
く
の
輸
入
国
が
経
済
再
生
の
た
め

増
産
を
求
め
ま
し
た
が
オ
ペ
ッ
ク
は
、再

び
新
型
コ
ロ
ナ
の
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
蔓
延

の
兆
し
が
見
え
た
た
め
、増
産
を
見
送
っ

た
。そ
の
た
め
石
油
、灯
油
、輸
送
業
、そ

の
他
の
関
連
業
者
は
、大
変
な
負
担
が
い

ま
生
活
に
か
か
っ
て
い
る
。そ
こ
で
厳
冬
に

向
か
う
中
ぜ
ひ
早
く
福
祉
灯
油
補
助
の

対
応
を
し
て
も
ら
い
た
い
。ま
た
、実
施
す

る
な
ら
そ
の
内
容
は
ど
う
な
の
か
。国・県

へ
、是
非
要
望
を
挙
げ
て
い
っ
て
ほ
し
い
が

い
か
が
か
。

村
長　
社
会
状
勢
が
不
安
定
で
車
社
会

も
す
べ
て
の
国
民
も
、多
く
の
企
業
も
、値

上
が
り
で
苦
し
ん
で
い
る
。国
も
、生
活

困
窮
世
帯
、非
課
税
世
帯
に
対
し
て
指
針

を
し
っ
か
り
出
し
て
い
な
い
今
、他
町
村
、

松
本
市
、塩
尻
市
な
ど
で
も
、生
活
困
窮

世
帯
に
補
助
を
出
す
対
策
を
示
し
て
い

る
。村
と
し
て
は
村
民
一
人
当
た
り
3
千

円
の
燃
料
等
補
助
券
を
交
付
。ま
た
、18

歳
ま
で
の
子
育
て
臨
時
給
付
金
も
一
人
当

た
り
10
万
円
、6
6
8
人
分
の
補
助
を
考

え
て
い
る
。そ
の
ほ
か
住
民
税
非
課
税
世

帯
、2
7
0
軒
に
、世
帯
当
た
り
10
万
円

を
、そ
の
ほ
か
に
低
所
得
世
帯
で
一
人
親

世
帯
当
た
り
5
万
円
、そ
の
他
対
象
世
帯

も
4
月
頃
か
ら
実
施

し
て
い
る
。い
ず
れ
に

せ
よ
大
変
複
雑
な
事

業
で
す
の
で
、全
協
で

し
っ
か
り
説
明
を
し

て
い
く
。

要
望　

大
変
前
向
き

な
答
弁
で
あ
り
ま
す
。

厳
冬
に
向
か
う
昨
今

で
す
。是
非
早
め
の
実

施
を
。

問　
国
は
2
年
前
か
ら
全
国
の
自
治
体

に
D
X
（
進
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

浸
透
す
る
こ
と
で
、
人
々
の
生
活
を
よ

り
良
い
も
の
に
変
革
す
る
）
の
着
実
な

取
組
と
進
化
を
求
め
て
い
る
。
ど
う
い

う
内
容
か
。

総
務
課
長　
令
和
7
年
度
ま
で
に
全
国
自

治
体
の
情
報
シ
ス
テ
ム
を
標
準
化
・
共
通

化
し
て
一
本
化
す
る
。令
和
4
年
度
ま
で

に
次
の
3
点
。①
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
交
付
率

1
0
0
%
。②
窓
口
申
請
す
る
26
の
行
政

手
続
き
オ
ン
ラ
イ
ン
化
。③
デ
ジ
タ
ル
格

差
解
消
。全
て
国
の
財
政
支
援
が
あ
る
。

問　
財
政
支
援
あ
る
う
ち
に
来
年
度
か

ら
取
り
組
む
た
め
の
村
の
予
算
化
は
。

村
長　
令
和
7
年
度
目
標
の
一
本
化
と
、

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
1
0
0
%
は
無
理
。
勉
強

し
な
が
ら
徐
々
に
整
え
予
算
化
す
る
。
デ

ジ
タ
ル
格
差
解
消
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
勉
強
会
は
実
施
に
向
け
て
検
討
。

要
望　
国
は
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
を
デ
ジ
タ
ル

社
会
の
イ
ン
フ
ラ
と
位
置
づ
け
。村
が
他

に
先
駆
け
て
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
、村

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
で
あ
り
人
口
増
加
対
策

の
大
き
な
一
手
。積
極
的
な
取
り
組
み
を
。

旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
土
地
利
用
は

問　
旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
は
来
春
解
体
と

な
り
、村
は
人
口
増
対
策
と
し
て
公
共
用
地

を
有
効
利
用
す
る
た
め
、若
者
定
住
賃
貸
住

宅
を
建
設
す
る
計
画
。一
方
で
村
の
地
域
防

災
計
画
は
、緊
急
時
に
住
民
が
避
難
す
る
場

所
の
確
保
と
し
て
、公
共
用
地
を
積
極
的
に

活
用
す
る
と
し
て
い
る
。こ
れ
ら
の
見
解
は
。

総
務
課
長　
地
域
防
災
計
画
に
避
難
場
所

の
積
極
活
用
は
規
定
。土
地
利
用
ど
う
す

る
か
は
住
宅
建
設
と
併
わ
せ
て
検
討
す
る
。

問　
災
害
時
の
人
の
命
を
守
る
地
域
災
計

画
と
、条
例
に
規
定
の
な
い
住
宅
建
設
は

ど
ち
ら
が
優
先
順
位
高
い
か
。

村
長　
順
位
は
な
い
。避
難
場
所
は
他
に

も
あ
る
。土
地
利
用
を
防
災
に
活
用
す
る

こ
と
と
、将
来
の
村
づ
く
り
を
考
え
る
住

宅
建
設
は
別
で
あ
る
。

要
望　
指
定
緊
急
避
難
場
所
は
右
岸
と
左

岸
で
は
大
き
な
格
差
が
あ
る
。左
岸
は
7

か
所
34
，0
0
0
㎡
、右
岸
は
3
か
所
11
，

0
0
0
㎡
。こ
う
し
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
、避

難
場
所
と
し
て
の
土
地
利
用
に
つ
い
て
、関

係
住
民
の
範
囲
を
広
げ
て
説
明
会
を
開
く
な

ど
、地
域
住
民
の
合
意
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

福
祉
灯
油
の
補
助
を

答 

村
民
一
人
当
た
り
3
千
円
の
補
助
を
実
施
す
る

齊藤勝則 議員

国
の
指
示
の
中

村
の
D
X
ど
う
進
め
る
か

答 

勉
強
し
な
が
ら
徐
々
に
整
え
る

塩原智惠美 議員



議会改革その一歩!!
開かれた議会を目指して

思い起こせば昨年4月発行の議会だよりで議会モ
ニターの募集をし、6月にモニターを制度化するため
の要綱を策定した。応募者は7人。同月の25日に初会
議を開いた。9月は実質的な意見や提言が積極的に
出された。（議会ホームページや議会だよりで公表中）
12月は新たに3人が加わり定数の10名に達した。モ
ニター会議は議会を傍聴する度に、経験を積み重ね
活発な発言が寄せられる充実ぶりとなっている。意見
は鮮度が高く、私たち議員が失いかけている視点な

ど気づかされる指摘もある。会議に出た意見などは
会議録という形で全議員が共有し、委員会などで対
応する案件は報告を求め、次のモニター会議で報告し
ている。12月会議ではモニターからの提案で「会議の
メンバーが無理のない範囲で何らかの独自の活動が
できないか」という頼もしい意見があった。

私たち議会も任期1年余り。無投票回避に向けて来
年4月を見据えた取組が求められる。

議会運営委員長　塩原　智惠美

議会
改革

議
会
は
村
民
か
ら
意
見
等
を
広
く
聴
取
し
、
村
議
会

の
運
営
や
改
革
に
反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
モ
ニ
タ
ー
の

募
集
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
募
集
を
行
う
に
あ
た
り
設
置

要
綱
を
作
成
す
る
段
階
で
は
、
10
名
の
定
員
に
対
し
て
、

そ
ん
な
に
集
ま
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
、
定

員
に
満
た
な
い
場
合
を
想
定
し
て
、
議
員
推
薦
も
想
定
し

て
要
綱
を
作
成
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
お
陰
様
で
12
月
定
例
会
を
前
に
新
た
に
3
名

の
方
に
参
加
を
い
た
だ
き
無
事
定
員
に
達
し
ま
し
た
。

初
め
て
議
会
を
傍
聴
し
た
モ
ニ
タ
ー
の
感
想
は
「
傍
聴

し
て
議
会
の
進
み
方
が
分
か
っ
た
」「
こ
れ
か
ら
も
モ
ニ

タ
ー
会
議
に
参
加
し
て
意
見
を
言
い
た
い
」
な
ど
、
村
政

や
議
会
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け
た
と
感
じ
ま
し
た
。

議
会
と
し
て
は
、
今
後
さ
ら
に
多
く
の
村
民
の
皆
さ
ん

に
村
政
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
モ
ニ
タ
ー
や

傍
聴
へ
の
参
加
者
を
募
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

要
綱
の
見
直
し
、
参
加
し
や
す
い
モ
ニ
タ
ー
会
議
の
あ
り

方
等
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
議
会
運
営
副
委
員
長　
中
村
文
映

議会モニター紹介
下古見 横山　吉美さん
南　下 武田　久人さん
御馬越 齊藤　正法さん
針　尾 山田　喜孝さん
本　郷 三村　俊英さん
三ケ組 塩原　達也さん
原新田 羽多野美映さん

新メンバー
旭ヶ丘 野村　幸子さん
原新田 中村　三好さん
本　郷 清沢　直達さん

議
会
運
営
委
員
会

❶
意見・提言

❹
検討依頼

❺報告

報
告

❻❷

合
意
❼❸

議会全員協議会

議会の3委員会議会の3委員会
総務産業
社会文教
議会運営

議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議

モニター会議意見の流れ

※モニター会議の意見・
提言の結果報告は、議
会HPで公開

更
な
る
村
民
参
加
を
目
指
し
て
!

立候補届出期日せまる！

あさひむら議会だより 8

必要な条件はたったこれだけ
●満25歳以上で日本国民であること
●朝日村議会議員の選挙権を
持っていること

私はこう思う、私はこうして欲しい
その思い『議会』で発言しませんか‼

その第一歩が立候補の届出

朝日村議会議員補欠選挙
〈立候補届出日〉2月15日㊋
午 前 8 時 3 0 分 ～ 午 後 5 時 ま で

議会モニター定数に達し活発な意見交換



第3回
モニター

会 議

第
2
回
会
議
で
出
さ
れ
た
ご
意
見
に
対
し
全
員
協
議
会
に
て
報
告
。

内
容
を
議
会
運
営
委
員
会（
以
下
議
運
）で
、『
村
に
対
応
し
て
い
た
だ
く

こ
と
』『
議
会
で
対
応
す
る
こ
と
』に
仕
分
け
を
行
っ
た
。村
へ
の
報
告
は

北
村
議
長
、塩
原
議
運
委
員
長
が
村
長
と
面
談
、対
応
を
求
め
た
。

ま
た
、議
会
対
応
は
そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す
る
委
員
会
で
検
討
し
、12
月

21
日
開
催
の
第
3
回
議
会
モ
ニ
タ
ー
会
議
に
お
い
て
結
果
を
回
答
し
た
。

（
紙
面
で
は
一
部
抜
粋
で
ご
紹
介
。詳
し
く
は
朝
日
村
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

第
3
回
モ
ニ
タ
ー
会
議
を
12
月
21
日
開
催
し
た
。

平
日
午
後
6
時
か
ら
の
会
議
に
も
か
か
わ
ら
ず
8
名
の
モ
ニ
タ
ー
が

参
加
し
、
2
時
間
に
及
ぶ
活
発
な
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

紙
面
で
は
発
言
の
主
旨
を
要
約
し
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

委
員
会
で
の
議
員
発
言
に
対
し

て「
村
民
目
線
で
な
い
」と
の
指
摘

が
あ
っ
た
。そ
の
後
の
議
会
全
員

協
議
会
で
発
言
内
容
を
確
認
、北

村
議
長
が
全
議
員
に
対
し
て
発

言
に
対
し
て
の
注
意
喚
起
を
行
っ

た
。そ
の
旨
モ
ニ
タ
ー
会
議
で
議

長
が
報
告
し
た
。や
や
も
す
る
と

議
員
同
士
の
発
言
の
中
に
、村
民

目
線
で
は
な
く
、上
か
ら
目
線
的

な
発
言
が
あ
っ
た
こ
と
を
大
い
に

反
省
し
た
指
摘
で
あ
っ
た
。し
か

し
、そ
の
後
の
会
議
に
お
い
て
行

政
側
か
ら
発
せ
ら
れ
た
発
言
に
、

「
議
員
の
知
る
権
利
に
対
し
圧
力

で
は
な
い
か
」と
の
発
言
が
あ
っ

た
。今
後
の
開
か
れ
た
議
会「
民
主

的
議
会
運
営
の
た
め
、議
会・行
政

と
も
発
言
に
対
し
も
う
一
度
話
し

合
い
を
行
う
必
要
が
あ
る
」と
感

じ
た
意
見
だ
っ
た
。

第
2
回 

モ
ニ
タ
ー
会
議
の
報
告

お問い合わせ・申し込み　TEL.0263-99-2001（議会事務局）　E メール :gikai@vill.asahi.nagano.jp

意
見
続
出

第
3
回
モ
ニ
タ
ー
会
議

「
女
性
議
員
を
増
や
し
て
欲
し

い
」「
次
の
選
挙
は
無
投
票
を
避
け

て
欲
し
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
て
塩
原
議
運
委
員
長

か
ら「
議
会
と
し
て
も
取
り
組
ん

で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題

と
捉
え
て
い
る
。今
後
モ
ニ
タ
ー

さ
ん
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、来

年
度
1
年
を
か
け
て
検
討
し
、講

演
会
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な

ど
、議
会
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組

み
込
ん
で
い
き
た
い
」旨
発
言
が

あ
っ
た
。

「
村
民
目
線
で
な
い
表
現
」で
は
な
い
か
?!

女
性
議
員
を
増
や
し
て
欲
し
い

あさひむら議会だより9

古見の山際への工場進
出や旧おひさま保育園の
跡地利用も住民の知らな
いところで話が進んでい
る。村がやろうとしている
ことと、地元に住んでい
る人との意識の違いを感
じる。そこに住んでいる
人たちがどう思っている
かをちゃんと伝える事が
議員の仕事だと思う。そ
れがみんなで村を考えて
いく第一歩ではないか。

Aさん

議員が情報を集めるた
めに村職員に情報提供を
依頼するのに対し、村長は

「職員は忙しいと発言」。
忙しいのは分かるが、議
員は村民の代表として仕
事をしているので、情報
提供依頼に対し「忙しい」
を断りの理由にできない
気がする。自分の職場で
そんなことをしたら、もう
それこそ上司に怒られて
しまいます。

Bさん

1 2月定例本会議はモニ
ターとして2回傍聴させて頂
いたが、非常に良い情報収集
の機会であった。諸般の報告
や村長の答弁なども、もっと早
く村民に全面的に知らせるべ
き内容が含まれていました。
村民が情報を得るのは翌日の
新聞です。告知手段として地
元紙を活用して、村民の皆さ
んに情報を周知徹底したりす
れば、村民に村や議会のこと
が分かっていただけると思う。

Cさん

村民の想いを
伝えるのが議員

「忙しい」は
理由にならない

非常に良い
情報収集の機会



現
地
を
目
で
見
て

聞
い
て
参
加
し
て

議
員
活
動
日
誌
の
と
お
り
議
員
は
、
た
く
さ
ん
の
諸
会

議
・
行
事
・
研
修
及
び
視
察
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
主
だ
っ
た
活
動
に
つ
い
て
御
報

告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

議員議員
活動報告活動報告

あさひむら議会だより 10

近
年
全
国
的
に
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
ど
こ
の
自
治
体
に
お
い

て
も
消
防
団
員
の
な
り
手
不
足
と

言
っ
た
課
題
を
抱
え
、
地
域
防
災

力
強
化
へ
の
足
か
せ
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

朝
日
村
も
例
外
で
は
な
く
、
団

員
不
足
に
よ
り
一
部
の
分
団
に
お

い
て
消
防
団
活
動
の
維
持
継
続
に

支
障
を
き
た
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、議

会
と
し
て
今
後
こ
の
課
題
に
い
か

に
取
り
組
ん
で
行
く
べ
き
か
を
考

え
る
た
め
に
、11
月
17
日
山
形
消

防
署
櫻
井
千
長
署
長
を
講
師
に
お

招
き
し
、「
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
防
災
力
の
充
実
強
化
」を
テ
ー

マ
に
議
員
防
災
研
修
会
を
行
い
ま

し
た
。

研
修
の
中
で
「
消
防
団
の
充
実

強
化
に
向
け
た
近
年
の
主
な
取
り

組
み
」
に
つ
い
て
の
様
々
な
制
度

改
革
や
具
体
的
な
取
組
事
例
に
つ

い
て
学
び
、
最
近
朝
日
村
に
お
い

て
改
善
さ
れ
た
消
防
団
員
の
報
酬

水
準
に
つ
い
て
は
一
定
の
評
価
が

で
き
る
こ
と
は
確
認
で
き
ま
し
た

が
、
他
項
目
に
つ
き
ま
し
て
は
な

か
な
か
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
村
の

実
情
に
合
わ
せ
た
身
の
丈
に
即
し

た
消
防
団
構
成
の
在
り
方
を
模
索

し
て
い
く
ほ
か
な
い
の
で
は
な
い

か
と
実
感
し
ま
し
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
朝

日
村
消
防
団
の
在
り
方
お
よ
び
朝

日
村
防
災
力
強
化
検
討
に
生
か

し
、
大
き
な
テ
ー
マ
だ
け
に
時
間

を
か
け
、
し
っ
か
り
と
議
論
し
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
清
沢
正
毅
）

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
は
、
長

野
県
の
中
央
部
か
ら
大
北
地
域
を

経
由
し
、
日
本
海
側
を
結
ぶ
全
長

約
1
0
0
㌔
の
高
規
格
道
路
で

あ
る
。
長
野
自
動
車
道
や
北
陸
自

動
車
道
と一
体
と
な
っ
た
広
域
的

な
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
と
と

も
に
、
信
州
ま
つ
も

と
空
港
や
北
陸
新
幹

線
糸
魚
川
駅
、
姫
川

港
と
の
連
携
に
よ
り
、

沿
線
地
域
の
商
工
業

や
観
光
産
業
を
発
展

さ
せ
る
「
地
域
を
育

む
道
」
で
あ
り
、
迅

速
確
実
な
救
急
輸
送

を
確
保
す
る
「
命
を

つ
な
ぐ
道
」
と
し
て
、
地
域
住
民

の
生
活
道
路
で
あ
る
。
望
月
会
長

は
「
力
を
合
わ
せ
、
早
期
の
全
線

開
通
に
む
け
て
事
業
促
進
を
図
っ

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
た
。
長
野

県
内
選
出
の
国
会
議
員
が
祝
辞
を

述
べ
、
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
の

高
松
道
路
部
長
は「
早

期
整
備
に
向
け
て
必

要
な
支
援
を
し
て
い

く
」
と
応
じ
た
。
最

後
に
、
清
澤
英
男
県

会
議
員
の
音
頭
で「
頑

張
ろ
う
」
と
三
唱
し

て
団
結
の
機
運
を
盛

り
上
げ
た
。

（
髙
橋
廣
美
）

10
月
16
日
秋
空
の
下
、
朝
日
鎖
川

河
川
愛
護
会
主
催
「
秋
の
事
業
」
に

参
加
、
松
ノ
木
橋
か
ら
朝
日
橋
ま
で

の
間
を
、
参
加
団
体
ご
と
草
刈
り
作

業
と
、
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

草
に
ツ
ル
が
絡
ま
り
大
変
な
作
業
で

し
た
が
、
何
と
か
予
定
の
作
業
を
終

了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
高
橋
良
二
）

議
員
防
災
研
修
会
実
施

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の
早
期
建
設
を

求
め
る
総
決
起
大
会︵
12
月
22
日
)

秋
の
鎖
川
河
川
清
掃

秋の鎖川河川清掃
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議会活動日誌
10 月

11月 議会運営委員会
松塩地区広域施設組合議会議会運営委員会

13水 村議会全員協議会・社会文教委員会 ・総務産業委員会
14木 村環境審議会
16土 鎖川河川愛護会「秋の事業」河川清掃 10P 

小学校体育参観
25 月 土地開発公社理事会

長野県町村議会議長会定期総会（長野市）
松塩地区広域施設組合議会10月定例会

31日 議会だより発行
朝日村表彰式・社会福祉協議会表彰式

11 月
2 火 森林林業林産業活性化促進議員連盟長野県連絡会

議令和3年度総会 11P 

7 日 山雅ホームタウンデー・あさひスキークラブ定期総会
8 月 松塩筑木曽老人福祉施設組合議会11月定例会
9 火 村行政改革推進委員会
10水 議会運営委員会

松本市山形村朝日村中学校組合議会
15 月 松本広域連合11月定例会
17水 村議会全員協議会・議員研修会 10P 

18 木 村松くい虫防除対策協議会
19金 村男女共同参画審議会
26金 JA松本ハイランド朝日支所野菜生産販売実績検討会
30火 村議会全員協議会

村第1次地域福祉計画策定推進委員会
12 月

1 水 議会運営委員会
4 土 協働のむらづくり講演会
8 水 村議会12月定例会・全員協議会
9 木 議会運営委員会
10金 あさひプライムスキー場安全祈願
12日 朝日村アイススケート場安全祈願
13月 村議会常任委員会
15水 村議会12月定例会一般質問
17金 村議会12月定例会・全員協議会
20月 行政・JA懇談会
22水 松本糸魚川連絡道路建設推進議員連盟長野県連絡

会議 10P 

23木 松塩地区広域施設組合議員協議会
27月 財政計画説明会

森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性

化
促
進
議
員
連
盟
第
26
回
総
会
・

研
修
会
が
11
月
2
日
伊
那
文
化
会

館
で
開
催
さ
れ
た
。
当
議
会
か
ら

は
コ
ロ
ナ
禍
感
染
中
で
の
催
し
総

会
・
研
修
会
の
た
め
、
総
務
産
業

正
副
委
員
長
2
名
が
参
加
し
た
。

こ
の
議
員
連
盟
は
県
下
70
市
町
村

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
今
回
は
19

市
・
9
町
・
19
村
で
83
人
の
参
加

者
で
の
開
催
で
し
た
。

総
会
は
令
和
2
年
度
の
事
業
・

決
算
報
告
、
令
和
3
年
度
の
事
業

計
画
・
予
算
で
承
認
さ
れ
た
。
研

修
会
で
の
伊
那
市
の
「
森
林
ビ

ジ
ョ
ン
」
の
取
組
は
、
山
が
富
と

雇
用
を
支
え
る
50
年
後
の
伊
那
市

を
目
指
す
基
本
理
念
で
活
動
し
て

い
る
。
実
現
に
向
け
て
の
活
動
は

木
材
の
活
用
で
、
公
共
建
築
物
の

木
質
化
、
学
校
の
機
材
の
木
質

化
、
唐
松
・
桧
材
で
の
葬
式
用
木

棺
、
赤
松
製
の
経
木
（
包
装
用
の

薄
板
）
な
ど
多
岐
に
渡
り
対
処
し

て
い
る
。
当
村
は
87
％
が
森
林
で

樹
種
も
豊
富
、
関
係
者
の
更
な
る

努
力
で
、
恵
ま
れ
た
資
材
が
高
付

加
価
値
の
製
品
と
な
る
の
で
は
と

願
う
も
の
で
す
。

（
林 
邦
宏
）

県
町
村
議
会
議
長
会
表
彰

こ
の
度
、
私
ど
も
、
上
條
俊
策

議
員
、
林
邦
宏
議
員
、
齊
藤
勝
則

議
員
、
髙
橋
廣
美
議
員
は
、
県
町

村
議
会
議
長
会
よ
り
、「
多
年
（
10

年
以
上
）
に
わ
た
り
地
方
自
治
の

進
展
の
た
め
尽
力
し
た
功
績
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
議
員
に

初
当
選
し
た
と
き
の
こ
と
が
、
昨

日
の
こ
と
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
こ
の
10
年
間
、
議
員
と
し
て

何
を
し
た
の
だ
ろ
う
、
住
民
の
た

め
に
少
し
で
も
役
に
立
っ
た
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
か
と
考
え
る
と
、

内
心
じ
く
じ
た
る
思
い
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
受
賞
を
機
に
初
心
に
帰

り
、
村
政
発
展
の
た
め
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
皆
さ
ま
の
御
指
導
御
鞭
撻
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。（
髙
橋
廣
美
）

　
上
條
俊
策
議
員（
3
期
目・無

所
属
）が
令
和
4
年
1
月
3
日

に
78
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
條
俊
策
議
員
は
、
平
成
23

年
の
初
当
選
以
来
、
議
長
や
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
、
本
村
の
発
展
に
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、

謹
ん
で
故
人
の
御
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

村
議
会
議
員
の
訃
報
に
つ
い
て　

訃
報

研
修
会
参
加
報
告



朝日村議会へご意見をお寄せください

　
針
尾
に
あ
る
、
オ
ー
ダ
ー
家
具
、

木
工
製
品
を
製
造
販
売
し
て
い
る
、

レ
ッ
ド
ハ
ウ
ス
フ
ァ
ー
ニ
チ
ャ
ー
の

増
田
善
計
さ
ん
を
お
尋
ね
し
、
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。
工
房
に
は
数
々
の

製
品
が
並
ん
で
お
り
、
高
級
旅
館
等

か
ら
注
文
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
家
具
の
製

作
で
大
忙
し
の
現
場
で
し
た
。
最
近

で
は
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
観
点
か

ら
製
作
し
た
朝
日
村
産
カ
ラ
マ
ツ
で

作
っ
た
ウ
ッ
ド
バ
ス
ケ
ッ
ト
（
買
い

物
籠
に
も
な
る
）
が
あ
り
、
林
野
庁

の
ウ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
獲
得
し
ま

し
た
。
今
後
も
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
も

の
づ
く
り
の
観
点
か
ら
、
朝
日
村
産

の
カ
ラ
マ
ツ
等
を
使
用
し
た
製
品
を

作
っ
て
い
き
た
い
と
、
意
気
込
み
が

感
じ
ら
れ
、
大
い
に
期
待
す
る
と
と

も
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

（
髙
橋
廣
美
）

や
は
り
令
和
3
年
は
コ
ロ
ナ
対

策
の
一
年
だ
っ
た
。ワ
ク
チ
ン
の
2

回
接
種
が
終
わ
り
少
し
安
心
と
思

い
き
や
、3
回
目
の
接
種
が
1
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。そ
う
し
た
中
で

も
社
会
生
活
は
日
々
動
い
て
い
る
。

昨
年
12
月
の
里
雪
の
降
っ
た
寒
い

日
、「
さ
ん
が
サ
ロ
ン
」が
開
か
れ
た
。

地
域
の
担
い
手
が
主
催
す
る
地
域

の
高
齢
者
を
支
え
る
大
切
な
サ
ロ

ン
で
あ
る
。全
員
の
希
望
で「
ボ
ッ

チ
ャ（
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
種

目
）」を
楽
し
ん
だ
。笑
い
声
と
高
揚

感
溢
れ
た
ひ
と
時
だ
っ
た
。
〞今
年

も
出
来
る
事
を
繋
ぐ
”と
ス
タ
ッ
フ

は
確
認
し
た
。　  （
塩
原
智
惠
美
）

発
行
責
任
者

　
議
　
長	

北
村
　
直
樹

編
集
委
員

　
委
員
長	

髙
橋
　
廣
美

　
副
委
員
長	

高
橋
　
良
二

　
委
　
員	

清
沢
　
正
毅

	

中
村
　
文
映

	

齊
藤
　
勝
則

	

塩
原
智
惠
美

ウッドデザイン賞2021受賞ウッドデザイン賞2021受賞

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

朝 日 村
議会議員
補欠選挙

2/20日

12

明
け
方
の
静
け
さ
の
中
に
雄

大
な
八
ヶ
岳
の
シ
ル
エ
ッ
ト
が

見
え
て
く
る
頃
、
冷
ん
や
り
と

し
た
気
持
ち
の
良
い
空
気
に
包

ま
れ
る
感
覚
を
感
じ
な
が
ら
農

家
と
し
て
の
1
日
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
て
い
ま
す
。 

農
の
あ
る
生
活
に
憧
れ
て
朝

日
村
に
移
住
し
て
、
貸
し
て
い

た
だ
い
た
畑
を
耕
し
試
行
錯
誤

し
な
が
ら
作
物
に
向
き
合
う
新

規
就
農
者
と
し
て
の
1
年
目
を

終
え
ま
し
た
。 

失
敗
し
悩
む
事
も
あ
り
ま
す

が
村
の
先
輩
方
に
ア
ド
バ
イ
ス

や
励
ま
し
の
言
葉
を
も
ら
っ
た

事
で
勇
気
を
も
ら
い
、
な
ん
と

か
困
難
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。 

初
め
て
自
分
で
作
っ
た
野
菜

を
美
味
し
い
と
感
動
し
て
く
れ

た
人
達
が
い
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
そ
の
感
動
が
ず
っ
と
続
く

よ
う
な
野
菜
作
り
を
し
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
、
栽
培
技
術
や

経
験
値
を
増
や
し
て
い
き
新
た

に
農
業
を
始
め
た
い
人
達
へ
ア

ド
バ
イ
ス
が
で
き
る
よ
う
な
農

家
に
な
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

作
物
と
向
き
合
う

新
規
就
農
者
　
伊
藤
　
航
さ
ん

第11弾
「レッドハウスファーニチャー｣

村内の施設やイベントに議員が訪問して
その取組や要望を聞く　　　　
　　　　　地域密着のコーナー

〈
投
票
日
〉

あさひむら議会だより


